
再生医療等を受けるものに対する説明と同意

あなたにこれから提供する再生医療は、あなたから採血した血液中の血小板を注射することによって組織の再生を促す多血小板血槳を用いた再生医療です。これは健康保険で認められた治療法ではなく、主治医の責任とあなたの同意のよって行われる治療です。この再生医療等提供計画はカメイクリニック２認定再生医療等委員会で審査の上、厚生労働大臣に提出しています。また、あなたの細胞の提供をうける医療機関はなでしこクリニックで、細胞採取を行う医師は古田淳です。あなたから提供を受けた細胞は保管することはせず、余った場合は医療廃棄物として処分します。健康被害に対する補償はなでしこクリニックが責任を持っておこないます。採取した細胞はあなた自身のもので、培養などを行っていないため遺伝的な影響はありません。また、使用する薬剤においても遺伝的な影響を及ぼすものではありません。
治療後、５年間は経過を観察したいので、医師の指示に従って通院して下さい。　まず、あなたの血液を上肢などから採取し、その血液に含まれる血小板を、遠心分離機を用いて濃縮分離します。それを頭部皮下に注射することによって、育毛を促すものです。
　この治療の利点は、自分の細胞を増やすことによって効果を得ることができる点で、異物を注入する治療とは異なります。また、一時的に腫れや内出血は起こりますが、軽度で済む傾向があります。さらに副作用として、注射によって感染症が起こることがあります。
　同じような効果をもたらす治療法として、植毛術、育毛内服薬、育毛外用剤などがあります。植毛術は、後頭部などから採取した毛髪を含んだ組織を、株分けして１ー数本ずつ患部に植えていく方法です。生着すれば発毛するため効果は確実ですが、手術時間が長く、術後のケアも煩雑であり、症状によっては複数回の施術が必要となります。採取部の創の離開や感染、肥厚性瘢痕、植毛の不生着、脱落などの合併症もあります。育毛内服薬は、多くの方に一定の効果が見られますが、胃の不快感、性欲減退、肝機能障害、妊活中は内服できない、血圧低下、めまい、降圧剤と併用できないなどの副作用があります。育毛外用剤は、手軽ですが効果に個人差があり、皮膚炎などの副作用があります。
　最終的に内服、外用治療法より優れた効果が得られる場合が多いですが、効果は個人差があります。
　治療費は治療範囲によって異なります。40㏄採血し、多血小板血漿を作成して注射する場合は15万円です。
なお、この治療法を受けることはあなたの任意であり、拒否したり、同意を撤回することによって不利益を受けることはありません。また、あなたは治療を受ける前のいつでも同意を撤回できます。
この治療に関して疑問、質問がある場合はいつでも遠慮なく主治医にお尋ねください。
連絡先は
なでしこクリニック　　			042-770-5544
カメイクリニック２認定再生医療等委員会　	0766-29-2555

あなたの個人情報は当クリニックの個人情報保護規定によって保護されます。　

　　わたしは、上記の文章を読み、この治療を受けることに同意し、以下に署名いたします。



　　　年　月　日　　　　　　署名　　　　　　　　　　



